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  合わせた配送 
・百貨店，量販店の商品センターへ 

































































































































































アメリカにおける UPS（United Parcel Service）のトラックによるネットワーク混載はもう一方の
代表とも言えようがシステムとしての完成度は日本の宅配便の方が緻密さのレベルでは高い。
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おらず，施設も不備であって労働環境はきわめて悪いと言われていた。当時の佐川急便のように高収入で
はあるが労働は過酷であったものがあると聞いている。
（１３）果たして宅急便が C－Cを対象市場として開発されたのかどうかははっきりしない。宅急便開発の当
事者である当時，大和運輸の社長の小倉昌男氏は著書『小倉昌男 経営学』（日経 BP）の中でそういう
ような感じのことを言っている。多くのこの類の本はゴースト・ライターが書くというのが普通であるが
小倉さんは私に「最初で最後の自分の筆で書いたものだ」と言っていたので小倉さん自身には当時，そう
いう気持ちはあったのかもしれない。しかし，それ以前から苦境に立っていた大和運輸では「仕方なく家
庭からの荷物も拾い集めた」と当時の組合の幹部の方が私に言っていたので明らかに C－Cを全部かどう
かは別としてターゲットにはあったと思われる。当然，サービスとしては個人家庭に向けてのものが多く
含まれているように考えられる。それはきめ細かさと柔軟さである。一時，宅急便は「日本のわがまま運
びます」というキャッチフレーズを使っていた。このことが B－Cおよび B－Bにとってもありがたいこ
とだったろう。
（１４）C－Cは欧米においてもともと，トラック業のマーケットではなかった。これを行なうのは公共サー
ビスとしての郵便であった。これは現在も変わらない。イギリスの研究者が日本に来た時に「欧米ではト
ラック業にとっては無理なサービスだろう」と言っていたがこれは国民のニーズの問題ではなく「日本の
ように物理的な密度の濃い国でないと無理だ」ということだろう。今のところ，宅急便が進出している台
湾でもその扱い個数はごく少ないし，これから展開されるシンガポールや上海でも予定されている扱い個
数は少ない。既に宅配便が存在しているという韓国でも（便とは言っていない。韓進宅配といった形であ
る），私の見た感じでは C－Cはまずなく，放射状の小口混載の域を抜けていないようだった。こういう
形なら日本では宅配便登場以前から区域トラックが行なっていた。通販の発展や住宅の密度や家庭直接配
達時の犯罪的危険性などいろいろな要素があるのだろう。
（１５）重量から言うと宅配便よりもいわゆる商業輸送のネットワーク混載の方がはるかに多い。しかし，料
金（運賃）から言うなら宅配便は高く，特に Cから出る荷物の料金は一般の物流的な常識から言うなら
きわめて高額である。たとえば，両手で抱えられる程度荷物を Bである通販業者や百貨店から委託され
た場合，一個は概ね２００円台だと思われる（私はある百貨店の商品センターで机の上に置いてあった伝票
を盗み読みしたことがある）。しかし，私が同様な荷物を家の近くの取次店に持ち込んで親戚に届けても
らおうとすると１０００円くらいになる（地域によって違うが）。取次店の取り次ぎの手数料は１００円であ
る。
C－C 個人（家庭）から個人（家庭）への配送
B－C 法人（企業）から個人（家庭）への配送
B－B 法人（企業）から法人（企業）への配送
＊この拙文では一切，文献や資料を引用していない。全て私が業界の人から聞いた話と２０年貯め込んでい
る日本経済新聞，日経流通新聞（日経MJ），輸送経済新聞，物流ニッポン，カーゴニュース，日刊運輸
新聞などの大きな箱一杯の切り抜きを参考にしている。これは経済研究所研究員だった時からの習性だっ
た。大した理由もないが私が定年になった時にこの切り抜きは全てまとめて捨ててやろうと思っている。
小口ネットワーク混載のビジネス・モデルについて 83
